
議案第  号 

 

川崎市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

 

川崎市介護保険条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

 

平成３０年  月  日提出 

川崎市長 福 田 紀 彦 

 

川崎市介護保険条例の一部を改正する条例 

川崎市介護保険条例（平成１２年川崎市条例第２５号）の一部を次のように

改正する。 

第８条第１項中「平成２７年度から平成２９年度まで」を「平成３０年度か

ら平成３２年度まで」に改め、同項第１号及び第２号中「３３，２４４円」を

「３４，９５０円」に改め、同項第３号中「４３，２１７円」を「４５，４３

５円」に改め、同項第４号中「４９，８６６円」を「５２，４２５円」に改め、

同項第５号中「５９，８３９円」を「６２，９１０円」に改め、同項第６号中

「６６，４８７円」を「６９，９００円」に改め、同項第７号中「７６，４６

０円」を「８０，３８５円」に改め、同号ア中「合計所得金額をいい」を「合

計所得金額（租税特別措置法（昭和３２年法律第２６号）第３３条の４第１項

若しくは第２項、第３４条第１項、第３４条の２第１項、第３４条の３第１項、

第３５条第１項、第３５条の２第１項又は第３６条の規定の適用がある場合に

は、当該合計所得金額から特別控除額を控除して得た額とする。以下同じ。）

をいい」に改め、同項第８号中「８３，１０９円」を「８７，３７５円」に改

め、同号ア中「１，９００，０００円」を「２，０００，０００円」に改め、

附 則 

 この条例は、平成３０年４月１日から施行する。 

 

 

参考資料 

 

制 定 要 旨 

 

高齢者の医療の確保に関する法律の一部改正に伴い、住所地に係る特例を受

けて本市の国民健康保険の被保険者とされていた者であって、当該特例を引き

継いで本市が加入する後期高齢者医療広域連合の被保険者となるものを、本市

が保険料を徴収すべき被保険者に加えるため、この条例を制定するものである。 

 

議案第１３号

平成３０年 ２ 月１３日提出

        川崎市長  福　田　紀　彦



同項第９号中「９９，７３１円」を「１０４，８５０円」に改め、同号ア中「１，

９００，０００円」を「２，０００，０００円」に、「２，９００，０００円」

を「３，０００，０００円」に改め、同項第１０号中「１０６，３８０円」を

「１１１，８４０円」に改め、同号ア中「２，９００，０００円」を「３，０

００，０００円」に改め、同項第１１号中「１１３，０２８円」を「１１８，

８３０円」に改め、同項第１２号中「１２６，３２６円」を「１３２，８１０

円」に改め、同項第１３号中「１３９，６２３円」を「１４６，７９０円」に

改め、同項第１４号中「１５２，９２１円」を「１６０，７７０円」に改め、

同条第２項中「平成２７年度から平成２９年度まで」を「平成３０年度から平

成３２年度まで」に、「２９，９２０円」を「３１，４５５円」に改める。 

附則第３３項中「（昭和３２年法律第２６号）」を削る。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成３０年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の条例第８条第１項及び第２項の規定は、平成３０年度分の保険料

から適用し、平成２９年度分までの保険料については、なお従前の例による。 

３ 平成３０年度における普通徴収の方法によって徴収する平成３０年度分の

保険料について、川崎市介護保険条例第９条の規定により算定を行う場合の

合計所得金額は、前項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 

 

 



参考資料 

 

制 定 要 旨 

 

平成３０年度から平成３２年度までの各年度における保険料率を定めること

等のため、この条例を制定するものである。 

 


